
瑞宝双光章（高齢者叙勲）／谷口崇明さん
元 古河市立三和町立大和田小学校長

このたび、秋の高齢者叙勲において、宗道在住の谷
たに
口
ぐち
崇
たか
明
あき
さん（88歳）が瑞宝

双光章を受章されました。
谷口さんは、昭和36年に市立大

だい
騰
とう
中学校の教諭となって以来、教壇に立ち続

け、平成８年には三和町（現・古河市）立大和田小学校の校長に就任。平成10年
に定年退職するまで、児童生徒の健全な育成と学校教育の充実に尽力されました。
定年退職後も、市立千代川幼稚園長を歴任し、茨城県公立幼稚園長会副会長を
務めるなど、幼児教育の発展にも貢献されました。
現在は陶芸活動に情熱を注ぎ、作品づくりや教室運営を通じて地域住民の交流
と生涯学習の場を提供し、「芸術家の先生」として親しまれています。谷口さん
は、「このような章をいただけてありがとうございます」と感謝の意を述べられ
ました。受章おめでとうございます。
� 問 秘書課

下妻市表彰式

10月７日、市役所において「令和７年度下
妻市表彰式」を開催し、多年にわたり市政発展
に尽力された45名の皆さんが表彰されました。
式典では、菊池市長が一人一人に賞状と記
念品を手渡し、日頃の功績に対し感謝の言葉
を述べました。
� 問 秘書課

１　自治功労表彰
◆選挙管理委員会委員
　平石　利雄（高道祖）
　荒井　榮

よし
文
ふみ
（若柳）

２　一般功労表彰
◆代表区長
　本橋　勇

いさ
夫
お
（桐ケ瀬）

　外
と
山
やま
　一夫（大木）

　故　國
こ
府
う
田
だ
　勝雄（加養）

◆自治区長
　菊地　郁夫（下妻丁）
　森　正弘（横根）
◆統計調査員
　堀越　秀雄（砂沼新田）
　飯岡　甚（大園木）
　飯島　宝作（鬼怒）
　上野　美知子（黒駒）
　浅野　実（原）
　永山　満生（大木）

◆�チャレンジいばらき県民運動�
地域活動員・ネットワーカー
　廣瀬　一江（高道祖）
　武田　弘子（下妻乙）
◆国民健康保険運営協議会委員
　髙橋　節雄（別府）
　初澤　智之（本城町）
　大月　詮

のり
雄
お
（唐崎）

　平石　豊一（高道祖）
◆保護司
　石濱　義則（高道祖）
◆学校医
　古橋　文武（別府）
　坂入　久詞（高道祖）
◆青少年相談員
　森﨑　洋子（前河原）
◆消防団員
　吉原　正美（高道祖）
　塚田　好男（高道祖）
　冨岡　淳

じゅん
（下妻丁）

　粟野　光晴（若柳）
　門井　直樹（桐ケ瀬）
　大山　勝久（鯨）
　太田　哲雄（村岡）
　野部　潔

きよし
（堀篭）

　外
と
山
やま
　恒夫（下妻乙）

　菊地　健二（村岡）
　横瀬　直江（平川戸）
　菊地　慎一（下妻丙）
　粟野　寿広（若柳）
　岩田　淳　（二本紀）
　岩井　憲司（伊古立）
　木下　裕之（長萱）
　結束　勝人（鯨）
　市川　勝博（見田）
　増山　裕

ひろ
人
と
（宗道）

　倉持　健太（大園木）
　大
おお
吉
よし
　真琴（別府）

　松
まつ
田
た
　康宏（皆葉）

� （敬称略）

自宅工房にて語る谷口さん
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祝！満100歳
長寿を祝い、市長がご自宅を訪問

今年度中に満100歳を迎えられる高齢者のご自宅を菊池市長が訪問し、長寿の
お祝いとしてお祝い状と祝品を贈呈しました。
令和７年度中に100歳に到達される方は17人です。袋畑在住の赤荻ふく子さ
んもその一人で、今年の12月６日に満100歳を迎えます。
赤荻さんは、「得意のパズルを仕上げたり、自宅で採れた新鮮な野菜を食べる
ことが健康の秘訣です」とにこやかに長寿の秘訣を話してくれました。
７月１日現在、市内の100歳以上の高齢者は43人です。また、65歳以上の人
口は12,296人で、総人口に占める割合（高齢化率）は30.4％となっています。
� 問 長寿支援課

災害時の給食支援と外国人支援の協定締結

下妻市は、９月20日に一般社団法人C
カ ン パ ー ニ
ompaniと「災害

時における給食支援等の実施に関する協定」を締結しまし
た。
この協定は、災害発生時において、Companiにより提供
されるキッチンカーや炊き出しを通じて、避難所などでの
給食支援や、外国人に対する情報提供や避難支援を行うこ
とを目的としています。
協定締結式で小笠原紀子代表は「地域のつながりの力を
活かして、困っている人たちを支援したい」と述べました。
この締結により、災害時における地域の安全と支援体制が
一層強化されることが期待されます。
� 問 消防防災課

富士薬品と包括連携協定を締結

10月２日、下妻市と株式会社富士薬品（高柳昌幸�代表取締役社
長）は、市民の健康増進及び地域の安全対策を推進することを目
的とした包括連携協定を締結しました。
本協定の大きな特徴は、連携分野が広範にわたる点です。具体
的には、「セルフメディケーションの強化」や「健康情報の発信」
といった市民の健康づくりへの寄与はもちろんのこと、「高齢者
等の見守りサービス」や「防災・災害対策」、さらには巡回業務に
おける「道路異状の発見」に至るまで、多岐にわたる分野で相互
に連携・協力するものです。
市と富士薬品は、それぞれの資源と専門性を活かし、この包括
的な連携を通じて、誰もが安心して暮らせる地域社会の実現を共
同で推進してまいります。
� 問 企画課

デイサービスでのかるた取りも楽しみの一つと笑顔で
話す赤荻さん

災害時の炊き出し風景（イメージ）

左から（株）富士薬品�伊庭圭之助部長、菊池市長
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